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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

 

回次
第65期

第２四半期累計期間
第66期

第２四半期累計期間
第65期

会計期間
自 平成27年３月21日
至 平成27年９月20日

自 平成28年３月21日
至 平成28年９月20日

自 平成27年３月21日
至 平成28年３月20日

営業収益 (千円) 4,541,817 4,591,029 8,810,708

経常利益 (千円) 163,501 236,670 328,969

四半期（当期）純利益 (千円) 399,506 158,807 504,225

持分法を適用した
場合の投資利益

(千円) － － －

資本金 （千円） 1,140,000 1,140,000 1,140,000

発行済株式総数 （株） 7,560,000 7,560,000 7,560,000

純資産額 (千円) 5,574,565 5,748,342 5,630,189

総資産額 (千円) 8,076,989 7,910,543 8,056,279

１株当たり四半期（当期）純利
益金額

(円) 53.10 21.11 67.02

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) － － －

１株当たり配当額 (円) 5.00 5.00 10.00

自己資本比率 (％) 69.0 72.7 69.9

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △82,541 △61,846 263,145

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △31,751 △25,813 △97,899

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 238,805 △86,850 153,822

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 1,770,873 1,790,918 1,965,429
 

 

回次
第65期

第２四半期会計期間
第66期

第２四半期会計期間

会計期間
自 平成27年６月21日
至 平成27年９月20日

自 平成28年６月21日
至 平成28年９月20日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 8.05 11.91
 

(注) １ 営業収益には、消費税等は含まれておりません。

２　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移につい

ては記載しておりません。

３　持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社がないため記載しておりません。

４　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

 

２ 【事業の内容】

当第２四半期累計期間において、当社が営む事業の内容について重要な変更はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期累計期間における、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、投資

者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリス

ク」について重要な変更はありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 業績の状況

当第２四半期累計期間におけるわが国経済は、政府および日本銀行の継続的な経済対策や金融政策を背景に、景

気は緩やかな回復基調となりましたが、個人消費は、消費マインドに足踏みが見られるなど伸び悩み続けました。

また、中国をはじめとしたアジア新興国の景気減速や、英国のＥＵ離脱問題に伴う世界経済への影響も懸念される

など、先行きは世界経済も不透明な状況で推移いたしました。

当第２四半期累計期間は、営業収益は前年同四半期と比較して若干増加しました。経常利益は、燃料費が若干下

がったことにより増益となりました。

その結果、営業収益は45億91百万円（前年同四半期比1.1％増加）、経常利益は２億36百万円（前年同四半期比

44.8％増加）、四半期純利益は１億58百万円（前年同四半期比60.2％減少）となりました。

また、販売の状況として事業別の営業実績を示せば次のとおりであります。

 

営業実績

区分

第65期第２四半期累計期間
(自 平成27年３月21日
至 平成27年９月20日)

第66期第２四半期累計期間
(自 平成28年３月21日
至 平成28年９月20日)

営業収益
前年同期比（％）

輸送屯数(千屯) 営業収益(千円) 輸送屯数(千屯) 営業収益(千円)

貨物運送事業 452 3,546,464 445 3,492,446 △1.5

倉庫事業 － 910,495 － 1,014,142 11.4

その他事業 － 84,857 － 84,441 △0.5

合計 452 4,541,817 445 4,591,029 1.1
 

(注) １ 上記の金額には消費税等は含まれておりません。

２ 当第２四半期累計期間の貨物運送事業における輸送屯数のうち、傭車によるものは226千屯であります。

また傭車による収入は1,772,505千円であります。

 

(2) 財政状態の分析

流動資産は、37億８百万円(前期末比1.4％減少、53百万円減少)となり、そのうち受取手形及び営業未収入金は、

15億81百万円（前期末比１億６百万円増加）、現金及び預金は、19億90百万円(前期末比１億74百万円減少)となり

ました。

固定資産は、42億２百万円(前期末比2.1％減少、91百万円減少)となり、そのうち有形固定資産は、37億52百万円

（前期末比85百万円減少）となりました。

流動負債は、12億82百万円(前期末比13.4％減少、１億98百万円減少)となり、そのうち営業未払金は、３億39百

万円（前期末比１億77百万円減少）となりました.

固定負債は、８億79百万円(前期末比6.9％減少、65百万円減少)となり、そのうち長期借入金は、２億14百万円

（前期末比48百万円減少）となりました。

純資産は、57億48百万円（前期末比2.1％増加、１億18百万円増加）となり、そのうち利益剰余金は、34億66百万

円（前期末比１億21百万円増加）となりました。
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(3) キャッシュ・フローの状況

当第２四半期累計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、17億90百万円になりまし

た。

 

　当第２四半期累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの増減要因は次のとおりであります。

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果使用した資金は61百万円（前年同四半期は使用した資金は82百万円）となりました。これは主に

仕入債務が減少したこと等によるものです。

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果使用した資金は25百万円（前年同四半期は使用した資金は31百万円）となりました。これは主に

有形固定資産の取得による支出があったこと等によるものです。

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果使用した資金は86百万円（前年同四半期は得られた資金は２億38百万円）となりました。これは

主に長期借入金の返済による支出があったこと等によるものです。

 

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期累計期間において、当社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じた問題

はありません。

 

(5) 研究開発活動

該当事項はありません。

 

(6) 主要な設備

当第２四半期累計期間において、主要な設備の著しい変動及び前事業年度末に計画した主要な設備の新設、除却

等について著しい変動はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 22,000,000

計 22,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成28年９月20日)

提出日現在発行数(株)
(平成28年11月１日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 7,560,000 7,560,000
名 古 屋 証 券取引
所　
市場第二部

単元株式数は1,000株であ
ります。

計 7,560,000 7,560,000 － －
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成28年６月21日～
平成28年９月20日

－ 7,560,000 － 1,140,000 － 1,120,000
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(6) 【大株主の状況】

平成28年９月20日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式総数に対する
所有株式数の割合(％)

小笠原　和俊 名古屋市北区 1,699 22.5

岩瀬合名会社 名古屋市中区金山１丁目６番７号 704 9.3

株式会社商工組合中央金庫 東京都中央区八重洲２丁目10－17 297 3.9

小笠原　道弘 名古屋市北区 225 3.0

中島　生益 羽島郡笠松町 205 2.7

小笠原　俊一郎 名古屋市昭和区 175 2.3

小笠原　明子 名古屋市北区 175 2.3

株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行 東京都千代田区丸の内２丁目７番１号 153 2.0

大宝運輸社員持株会 名古屋市中区金山５丁目３－17 144 1.9

三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社 東京都千代田区丸の内１丁目４番５号 144 1.9

計 － 3,924 51.9
 

 

(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

   平成28年９月20日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式(自己株式等) － － －

議決権制限株式(その他) － － －

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）
普通株式

37,000
－ －

完全議決権株式(その他)
普通株式

7,455,000
7,455 －

単元未満株式
普通株式

68,000
－ －

発行済株式総数 7,560,000 － －

総株主の議決権 － 7,455 －
 

 

② 【自己株式等】

  平成28年９月20日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
大宝運輸株式会社

名古屋市中区金山５丁目
３番17号

37,000 － 37,000 0.5

計 － 37,000 － 37,000 0.5
 

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 
１．四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令第63

号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期会計期間(平成28年６月21日から平成28年

９月20日まで)及び第２四半期累計期間(平成28年３月21日から平成28年９月20日まで)に係る四半期財務諸表につい

て、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。

 

３．四半期連結財務諸表について

「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第64号）第５条第２項によ

り、当社では、子会社の資産、売上高、損益、利益剰余金及びキャッシュ・フローその他の項目から見て、当企業集

団の財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に関する合理的な判断を妨げない程度に重要性が乏しいもの

として、四半期連結財務諸表は作成しておりません。

　なお、資産基準、売上高基準、利益基準及び利益剰余金基準による割合は次のとおりであります。

　　資産基準　　　　　     0.7％

　　売上高基準　  　　     0.1％

　　利益基準　　　　　     1.1％

　　利益剰余金基準　　     1.0％

　　　※　会社間項目の消去前の数値により算出しております。　
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１ 【四半期財務諸表】

(1) 【四半期貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前事業年度

(平成28年３月20日)
当第２四半期会計期間
(平成28年９月20日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 2,165,429 1,990,918

  受取手形及び営業未収入金 1,474,505 1,581,496

  貯蔵品 6,373 7,761

  その他 119,048 131,106

  貸倒引当金 △3,500 △3,200

  流動資産合計 3,761,856 3,708,083

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物 5,061,039 5,070,439

    減価償却累計額 △3,939,319 △3,993,449

    建物及び構築物（純額） 1,121,720 1,076,989

   機械装置及び運搬具 2,431,724 2,347,567

    減価償却累計額 △2,210,824 △2,162,880

    機械装置及び運搬具（純額） 220,900 184,687

   土地 2,457,161 2,457,161

   その他 209,957 210,971

    減価償却累計額 △171,866 △177,313

    その他（純額） 38,091 33,657

   有形固定資産合計 3,837,873 3,752,495

  無形固定資産 26,654 22,081

  投資その他の資産   

   投資有価証券 248,711 243,353

   差入保証金 61,903 61,262

   その他 119,280 123,265

   投資その他の資産合計 429,895 427,882

  固定資産合計 4,294,423 4,202,459

 資産合計 8,056,279 7,910,543
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           (単位：千円)

          
前事業年度

(平成28年３月20日)
当第２四半期会計期間
(平成28年９月20日)

負債の部   

 流動負債   

  営業未払金 517,395 339,584

  1年内返済予定の長期借入金 94,680 94,680

  未払法人税等 119,224 84,075

  賞与引当金 187,422 175,200

  役員賞与引当金 15,000 10,000

  その他 547,475 578,863

  流動負債合計 1,481,196 1,282,403

 固定負債   

  長期借入金 263,400 214,420

  退職給付引当金 120,748 114,220

  役員退職慰労引当金 173,513 170,939

  厚生年金基金解散損失引当金 259,637 259,637

  その他 127,593 120,581

  固定負債合計 944,893 879,797

 負債合計 2,426,090 2,162,200

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 1,140,000 1,140,000

  資本剰余金 1,120,000 1,120,000

  利益剰余金 3,345,770 3,466,961

  自己株式 △13,066 △13,306

  株主資本合計 5,592,704 5,713,655

 評価・換算差額等   

  その他有価証券評価差額金 37,485 34,687

  評価・換算差額等合計 37,485 34,687

 純資産合計 5,630,189 5,748,342

負債純資産合計 8,056,279 7,910,543
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(2) 【四半期損益計算書】

【第２四半期累計期間】

           (単位：千円)

          前第２四半期累計期間
(自 平成27年３月21日
　至 平成27年９月20日)

当第２四半期累計期間
(自 平成28年３月21日
　至 平成28年９月20日)

営業収益 4,541,817 4,591,029

営業原価 4,205,123 4,174,013

営業総利益 336,694 417,016

販売費及び一般管理費 ※  186,430 ※  196,941

営業利益 150,263 220,074

営業外収益   

 受取利息 227 121

 受取配当金 8,426 8,362

 受取保険金 2,452 3,204

 その他 2,568 5,494

 営業外収益合計 13,675 17,182

営業外費用   

 支払利息 436 564

 その他 － 22

 営業外費用合計 436 586

経常利益 163,501 236,670

特別利益   

 固定資産売却益 10,339 11,879

 厚生年金基金解散損失引当金戻入額 287,622 －

 特別利益合計 297,961 11,879

特別損失   

 固定資産除却損 126 0

 特別損失合計 126 0

税引前四半期純利益 461,336 248,550

法人税、住民税及び事業税 48,000 72,500

法人税等調整額 13,830 17,242

法人税等合計 61,830 89,742

四半期純利益 399,506 158,807
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(3) 【四半期キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：千円)

          前第２四半期累計期間
(自 平成27年３月21日
　至 平成27年９月20日)

当第２四半期累計期間
(自 平成28年３月21日
　至 平成28年９月20日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税引前四半期純利益 461,336 248,550

 減価償却費 127,019 112,749

 貸倒引当金の増減額（△は減少） △100 △300

 賞与引当金の増減額（△は減少） △12,978 △12,222

 役員賞与引当金の増減額（△は減少） △7,500 △5,000

 退職給付引当金の増減額（△は減少） △1,563 △6,528

 役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 1,462 △2,574

 
厚生年金基金解散損失引当金の増減額（△は減
少）

△287,622 －

 受取利息及び受取配当金 △8,654 △8,484

 支払利息 436 564

 固定資産売却損益（△は益） △10,339 △11,879

 固定資産除却損 126 0

 売上債権の増減額（△は増加） △215,662 △106,991

 たな卸資産の増減額（△は増加） △24 △1,388

 仕入債務の増減額（△は減少） 70,090 △177,810

 その他 △131,329 15,348

 小計 △15,300 44,033

 利息及び配当金の受取額 8,654 8,484

 利息の支払額 △436 △564

 法人税等の支払額 △75,457 △113,800

 営業活動によるキャッシュ・フロー △82,541 △61,846

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 定期預金の預入による支出 △200,000 △200,000

 定期預金の払戻による収入 200,000 200,000

 有形固定資産の取得による支出 △39,443 △37,703

 有形固定資産の売却による収入 10,440 11,911

 その他 △2,748 △22

 投資活動によるキャッシュ・フロー △31,751 △25,813

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 長期借入れによる収入 300,000 －

 長期借入金の返済による支出 △20,700 △48,980

 リース債務の返済による支出 △1,776 －

 配当金の支払額 △37,590 △37,630

 その他 △1,127 △240

 財務活動によるキャッシュ・フロー 238,805 △86,850

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 124,513 △174,511

現金及び現金同等物の期首残高 1,646,360 1,965,429

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※  1,770,873 ※  1,790,918
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【注記事項】

(継続企業の前提に関する事項)

該当事項はありません。

 

(会計方針の変更)

（平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用）

法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務

対応報告第32号　平成28年６月17日）を第１四半期会計期間に適用し、平成28年４月１日以後に取得した建物

附属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

この変更による四半期財務諸表に与える影響は軽微であります。　

 
(四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

該当事項はありません。

 

(四半期貸借対照表関係)

該当事項はありません。

 

(四半期損益計算書関係)

※ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 

 
前第２四半期累計期間
(自 平成27年３月21日
至 平成27年９月20日)

当第２四半期累計期間
(自 平成28年３月21日
至 平成28年９月20日)

人件費 111,097千円 117,413千円

（うち賞与引当金繰入額） （6,336千円) （6,700千円)

（うち役員賞与引当金繰入額） (7,500千円) （10,000千円)

（うち退職給付費用） (2,411千円) （1,824千円)

（うち役員退職慰労金引当金繰入額） (1,462千円) （1,925千円)

減価償却費 9,124千円 8,404千円
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(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

※ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 

 
前第２四半期累計期間
(自 平成27年３月21日
至 平成27年９月20日)

当第２四半期累計期間
(自 平成28年３月21日
至 平成28年９月20日)

現金及び預金 1,970,873千円 1,990,918千円

預入期間が３か月超の定期預金 △200,000千円 △200,000千円

現金及び現金同等物 1,770,873千円 1,790,918千円
 

 

(株主資本等関係)

前第２四半期累計期間(自 平成27年３月21日 至 平成27年９月20日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年６月12日
定時株主総会

普通株式 37,630 ５ 平成27年３月20日 平成27年６月15日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第２四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期会計期間の末日後となる

もの

 

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年10月30日
取締役会

普通株式 37,616 ５ 平成27年９月20日 平成27年11月26日 利益剰余金
 

 

当第２四半期累計期間(自 平成28年３月21日 至 平成28年９月20日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年６月15日
定時株主総会

普通株式 37,616 ５ 平成28年３月20日 平成28年６月16日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第２四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期会計期間の末日後となる

もの

 

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年11月１日
取締役会

普通株式 37,613 ５ 平成28年９月20日 平成28年11月28日 利益剰余金
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期累計期間(自 平成27年３月21日 至 平成27年９月20日)

当社の主たる事業は物流事業であり、その他の事業の売上高、利益等の金額は、全事業セグメントの合計額に

占める割合が著しく低いため、記載を省略しております。

 

Ⅱ 当第２四半期累計期間(自 平成28年３月21日 至 平成28年９月20日)

当社の主たる事業は物流事業であり、その他の事業の売上高、利益等の金額は、全事業セグメントの合計額に

占める割合が著しく低いため、記載を省略しております。

 

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第２四半期累計期間
(自 平成27年３月21日
至 平成27年９月20日)

当第２四半期累計期間
(自 平成28年３月21日
至 平成28年９月20日)

　　１株当たり四半期純利益金額 53円10銭 21円11銭

 　 (算定上の基礎)   

   四半期純利益金額(千円) 399,506 158,807

   普通株主に帰属しない金額(千円) － －

   普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 399,506 158,807

   普通株式の期中平均株式数(千株) 7,524 7,522
 

(注) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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２ 【その他】

第66期（平成28年３月21日から平成29年３月20日まで）中間配当については、平成28年11月１日開催の取締役会に

おいて、平成28年９月20日の最終の株主名簿に記載または記録された株主または登録株式質権者に対し、次のとおり

中間配当を行うことを決議いたしました。

① 配当金の総額                              　   37,613千円

② １株当たりの金額                               　 ５円00銭

③ 支払請求権の効力発生日及び支払開始日   　 平成28年11月28日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
平成28年11月１日

大宝運輸株式会社

取締役会　御中

 

有限責任 あずさ監査法人

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 柏　木　勝　広　　　印

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 岸　田　好　彦　　　印

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている大宝運輸株式会

社の平成28年３月21日から平成29年３月20日までの第66期事業年度の第２四半期会計期間（平成28年６月21日から平成

28年９月20日まで）及び第２四半期累計期間（平成28年３月21日から平成28年９月20日まで）に係る四半期財務諸表、

すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書、四半期キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビュー

を行った。

 

四半期財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表

を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適

正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、大宝運輸株式会社の平成28年９月20日現在の財政状態並びに同日をもって

終了する第２四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がす

べての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上
 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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